
　森林の面積が県土の７割を占める本県にとっ
て、森林資源の有効活用と経営体の健全化が
喫緊の課題となっています。また、近年多発す
る集中豪雨等による土砂災害への備えとしても、
造林・育林による管理が山間部の防災や減災対
策に有効となることが示されています。そのた
めには、林業経営はもとより森林保護の在り方
などの幅広い知識を有する中心的人材の育成
が不可欠となります。

　これまでの２年間、県議でただ一
人、本県林業の再生と活性化、さら
に成長産業分野へとリードする人
材養成機関の必要性を主張し
続けて参りました。
　昨年６月定例会の私の一
般質問では、県政史上初め
て県立の林業アカデミーあ

るいは林業大学校の設置を求め、今回の２月定
例会総括審査会では、さらに一歩踏み込んだ質
問によって農林水産部長からの答弁を引き出し、
各報道の一面トップの見出しに「県、林
業アカデミー開設へ」として報じられ
る成果を挙げることができました。
　今後は、人口減少が著しい会津
地域に対して、高校を卒業した若者
の流出に歯止めをかける施策と
なるよう「林業アカデミー（仮
称）」の誘致あるいは実習訓
練機能の設置に向けて活
動を展開して参ります。

　児童虐待件数は、本県でも年々増加傾向にあ
ります。その対策として、新年度、福島県警は児
童相談所に警察官を派遣することとし、県では
児童相談所職員ＯＢの活用や児相でのインター
ンシップ実習生の受入等により、児童福祉司の
計画的な増員を図るとしております。

　私は、２月定例会前に会津児童相談所に訪れ、
話を伺いました。その業務は幅広い知識と経験
を伴わねば務まらず、職員ＯＢの再任用はとも
かく実習生から児童福祉司への育成は、時間と
労力あるいは様々な面で非常にハードルが高
いことは想像に難くありません。
　そこで、今回の総括審査会では、先進県の取
組を参考に、警察官と同様、福祉領域の資格を
保有する教職員を児童相談所へ出向できる制
度を整えて、互いの業務内容への理解、組織連
携の強化を図るべきではないかと質しました。
　保健福祉部長からは、今後、教員を児童相談
所に配置している県に対して、その相談対応の
状況や教員の配置に関する課題及び効果につ
いて調査していくとの答弁を得ました。
　この度、自民党議員会に設置された「児童虐
待防止等条例制定に関するプロジェクトチー
ム」の一員となりま
したので、引き続き
問題解決に向けた
提言を図って参り
ます。

　福島県議会では、本会議で審議を尽くせな
かった問題、あるいは２つ以上の常任委員会に
またがる問題等について質問・質疑を行うため、
２月と９月の定例会にて総括審査会が実施され
ます。今回は、会派を代表して、初の総括審査会
（３月18日実施）に臨みました。
　県政の課題に対する答弁を求め、これから県
が取り組まなければならない政策や解決が必
要な問題点について鋭く指摘をいたしました。

◆障がい者や高齢者などの避難行動要支援者
　の避難対策について
◆多機能化を求められる消防指令センターの
　共同運用について
◆骨髄ドナー候補者の経済的な負担を軽減する
　各種支援事業の普及について
◆自動体外式除細動器（ＡＥＤ）の設置状況と
　普及および利用促進策について
◆様々な地域課題の解決に向けた県内企業との
　包括連携協定の活用について
◆児童生徒への虐待に対する教育関係機関の
　対応力の強化について

○その他の総括審査会での質問○その他の総括審査会での質問

総括審査会の模様は「福島県議会」の
ホームページにてご覧いただけます。
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総括審査会では、一問一答形式に
よる執行部側とのやり取りで
答弁を求めます。
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